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続編 高原の乙女
― ロ バ ー ト ･ バ ー ン ズ を し て 詩 聖 た ら
しめたメアリー・キャムブル―
(詩人誕生二百二十年に当って,
この一篇を捧ぐ)
富 田 光 行
ここまで来ると,我々第三者はいづれの方向に
顔をかたむけるべきかが判らな くな る｡然 し,
MrMauriceLindsayは極めて論理的にして
科学的であるから,彼の主張にもう少しく従って
行くことにしよう｡そして,さうすることが我々
を何らかの確信に導いてくれることであらう｡彼
は,次の如くに言ふ- 若干の人々は,これをこ
じつけに思ふかも知れない｡幸ひに も,我 々は
1906年の ｢Burns年代記｣を書 いてゐ る Mr
AlanBayneといふ証人をもつ｡
高原のマリアは,その絶頂時代 にあった
Burnsの激励者として,永却に残る｡そ し
て,それ故,彼には永遠に結びつけられてゐ
る｡そして,この理想的な乙女の神聖を汚さ
うと探し求める人は誰でも,心の清いすべて
の人々によって,非難されるに値する｡
｢彼の声明に於ける最初の部分は勿論馬鹿気たも
のである｡その生きてゐた ｢高原のマリア｣によ
せて Burnsが書いたそれら二つの歌は共に平凡
なものである｡(｢美はしのアフトン｣はその反対
に対する Gilbertの主張に も拘 らず,Mary
Campbellには全然言及してゐるとは大抵の権威
によって考へられてはゐない｡｢天上のマリアに｣
と他の人々によって呼ばれてゐるあのヒステリッ
クな詩とのみが残ってゐるに過ぎない｡
結局,私を駆 り立 てて,Hendry の場 合 と
HiltonBrown による裁判上の警告とを十分に
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Comingthusfar,wethirdpersonscannot
discernwhichdirectiontoface.MrMou-
riceLindsay,however,isverylogicaland
scientific;sowewillfollowhisoplnlOna
littlefurther,whichmayleadustosome
properconclusion.Hesaysasfollows:
Somereadersmaythinkthisfar-fetched.
FortunatelywehaveaswitnessaMrAlan
Bayne,writingin t`heBurnsChronicle'
of1906:
HigblandMaryforeverremainsas
theinspirerofBurnsathisbest,and
soislinkedto him eternally;and
wboever seeks to defile thisideal
maiden deservesthereprohation of
allpure一mindedmenandwomen
Thefirstpartoflisstatementis,of
course,nonsense.ThetwosongsBurns
wrotetotheliving H`ighlandMary'are
bothmediocre.(`SweetAfton',inspiteof
Gilbert'sassertiontothecontrary,isnot
thoughtbymostaltboritiestoreferto
Mary Campbel atall.) Thereremains
onlythehystericalpoem calledbyother
T`oMaryinHeaven'.
W`hatfinallyimpelsme,afterduecon-
sideration of theHendry caseand of
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考へた後に,MaryCampbellはBurnsの子供
を生みながら死んだといふ見解を受け入れるやう
にとさせるのは,そのエピソードが詩人 Burns
の身上話に改装されるときは,如何なる他の解明
も実際は意味をなさないやうに見えるといふ実情
である｡
マリアの死後,十月もおそくなって,或る午后
のこと,未知の手によって,宛名を書かれた-過
の手紙がRobertに配達された｡最年少の妹が後
で,DrChambers に語ったところによると,
Robertはもつと光を採らうと,窓の所へそれを
近づけ,それを読むと,彼の顔は蒼白になり,そ
の後,部屋の誰にも一言さ-いはずに,くるりと
向きを変えて,その農場から大股に出た｡この不
思議に混乱させる手紙が誰によって書かれたのか
を知る者が一人もないし,また内容の精確な性質
を知る者が一人もない｡然し,もしそれがマリア
の父からの又は兄弟達の一人からのものであるな
らば,それは勿論荒々しい言葉で言ひ表されるだ
らうことだった｡Campbell家の男達は彼女の死
級,Burnsの名前を出すことを禁じ,マリアと
詩人との関係を論ずることをさ-も拒絶し,また
彼から彼女-の手紙は全部を焼いてしまったと考
えられている｡もしRobertの一子がマリアの天
折に係る少くとも補助的な原田ではなかったなら
ば,彼らはそのやうな極端の態度を採ったであら
うか｡さう考-ることはむづかしい｡
Snyderがそれを説明するやうに,｢彼の生注
に於ける唯この時期にだけ,我々の知る限りに於
て,女性に対するBurnsの仕末にお-ない愛欲
は彼女に彼女の生命を,そしてまたその子供の生
命をも,矢はせた｡｣ーもし,そのやうなことがさう
であるならば,普通並みに傷つき易い感情をさへ
持つ男は誰も,わが良心の珂責を押へつけやうと
最善をつくすであらうし,また自分が思ひ出すと
必ず蓋恥と後悔とを感ずるやうなェビソードにつ
いて語るのを避けるだらうことだった｡
Hilton Brown's judicialcautioning, to
acceptwithSnyderthatheorythatMary
CampbelldiedbearingBurns'schild,is
thefactthatnootherinterpretationreally
appearstomakesensewhen theepisode
isre･fittedintothestoryofthepoet's
life.
Oneafternoon in lateOctober,after
Mary'sdeath,`aletterwasdeliveredto
Robert,addressedbyanunknown hand.
HisyoungestsisterlaterrelatedtoDr
ChambersthatRoberttookitovertothe
windowtogetmorelight;thatasleread
it,hisfaceturnedpale;andthatthere-
after,witlOutaWOrdtoanyoneinthe
room,heturnedonhisheelsandstrode
outofthefarm.NooneKnowsbywhom
tlisstrangelydisturbingletterwaswri-
tten,northeprecisenatureofitscontents.
ButifitwasfromMary'sfather,orfrom
oneofherbrotlerS,itwouldnodoubtbe
couchedinharshterms.ThemaleCamp-
belsaresupposedtohaveforbiddenthe
mentionofthenameofBurnsafterher
death;tolaVerefusedeventodiscuss
tlepOet'srelationshipwithMary;andto
haveburnedallhisletterstoher.Would
theyhaveadoptedsuchanextremeatti-
tudeifachildofRobert'Sbadnotbeen
atleastacontributorycauseofMary's
earlydeath?Itislardtothinkso.
一AsSnyderputsit:`Fortheonlytime
inhiscareer,sofarasweknow,Burns's
lawlessloveofawomancostherlife,and
thelifeofherchild.'Ifsuchisso,any
manwithevennormalysensitivefeelings
woulddohisbesttobottleuphisremorse,
andwouldavoidtalkingaboutanepisode
whichhecouldnotrecallwithoutshame
andregret.
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我々は,ここでマ リア と
彼女の遺品 Burnsと二人に関する遺 品
について,もう少し考-てみ
たい｡何故に我々はさうしたいのか｡それは人生
の方向を決定するものは唯単に精神的なものであ
るはかりではなくして,また物質的なものでもあ
るからである｡彼ら二人の問に交換された聖書に
ついては,すでに述べられてしまってゐる｡それ
では,これらの外に,まだ何か他にはなかったの
か?
1786年秋の初め,マリアは予想される生活変化
に対する準備をすべく,Campbeltownに行き,
そしてそこで十月の初めまでそこに留まり,それ
からその父に伴ほれて,Greenockに戻った｡八
月と十月との間に於ける彼女とその婚約者(Bur-
ns)との間に交はされた文通は,最も興味ある性
格のものであったにちがひない｡それが何であっ
たか,今は知ることが出来ない｡マリアによって
受け取られたそれらの書簡は彼女によって敬皮に
保管され,そしてその後,その家族によって愛情
ゆたかに秘蔵された｡然しながら,幾年も後にな
って,詩人の信望が傾き,そしてまたCampbel-
town家の人々に,彼と彼らが関係のあるため,
痛烈な皮肉が浴びせられたとき,マリアの兄がそ
の貴重な蒐集物を腕づくで我が物にし,そしてそ
の家庭に於ける他の者達による抗議と憎悪とさへ
もの中で,それを火に投じてしまった｡その中に
マリアが恋人の書簡をしまひこんだ箱を,どうか
･こうかして,最近紛失してしまったことは彼女
の二 ･三親戚のもの達に対しては,それが彼らの
所有する最後の遺物たるの故に,大きな痛恨を生
ぜしめたのである｡
Burntがマリアに寄せ
マリ7に寄せる て幾篇作ったかといふこと
Burnsの詩 は,興味のある問題 であ
る｡それらの二つは,すで
Weherewanttothink
HerReHcs alittlemoreaboutsome
relics concerned with
botIMaryandBurns.Whydowewant
to?Itisbecausewhatleadshuman life
mustbenotonlyspiritualbutalsomate-
rial,TheBiblesexclangedbetweenthem
twohavealreadybeentoldabout.Well,
Weretherestilnotanyotherthanthese,
then?
A`tthebeginningoftheautumnof1786
MarywenttoCampbeltowntomakepre-
parationsforhercontemplationschange
inlife,andthereremainedtillthebegin一
mingofOctober,wlen Shereturnedto
Greenockaccompaniedbyherfather.The
correspondencethatpassedbetweenlュer
andlerbetrothedbetweenAugustand
October musthave been ofthemost
interestingcharacter.Whatitwascannot
now beknown.Thelettersreceivedby
Marywerereligiouslypreservedbyher,
andafterwardsaffectionately treasured
byherfamily.Manyyearslater,however,
whenthepoet'sreputationdeclinedand
tauntswerehurledattheCampbellson
accountoftheirconnection with him,
Mary'Selderbrothergotforcibleposses-
sionofthepricelesscolectionand,amid
theremonstrancesandeventheexcecra-
tionsoftherestofthehousehold,commi-
ttedittotheflames,Therecentlossby
somemeansorotheroftileboxinwhich
Marystowedawayherlover'slettershas
occasioned her few survivingrelatives
muchregret,asitwasthelastrelicthey
possessed.
Itisaninteresting
Burns■sPoems questionhowmanypo-
Io仙ory ems Burns made to
Mary.Twoofthemare
にその数行が示されてゐる ｢おお !高原の乙女｣ H`ighlanaLassie,0'and W`illyegot0
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と ｢おん身はインド諸島-行く意ありや｣とであ
る.それ故に,我々は次の如くに,一般に知られ
てゐる二 ･三篇を掲げることにしよう｡それらは
｢静かに流れよ,うましきアフトン｣と ｢天上の
マリアへ｣と ｢高原のマリア｣とである.順を追
うて,見ることにしよう｡
静かに流れよ,うましきアブトン
メロディーは ｢きいろい髪の坊や｣と同じ
静かに流れよ,うましき77トン
おん身のみどりなる丘の問に
静かに流れよ,われはおん身をば
たたえんがため歌一つうたはん
わがマリアには眠りにつきてあり
おん身のささやく小川のほとりに
静かに流れよ,うましきアフトン
乱してさますな,彼女の夢をは
こだま
おん身 ･かはら鳩,おん身の餅は
ひびき渡る,かなたなる谷合に
おん身ら･つぐみ達,口笛ならす
さんざしの茂る谷合に
カ･ぷと
おん身 ･みどりの兜ある田危 (たげり)よ
つつしみたま-,おん身の叫びをは
われほおん身に命ず,かきみだすな
わがまどろみてある美はしの人を
何たる高くうるはしのアフトン
近くに横はるおん身の丘は
清らかなる うねりまはる小川の
それら流路に はるか跡を残す
そこにて日毎にわれさ迷ひ歩く
真昼の高くに立ち上り居るとき
わが群なす羊とわがマリアの
たのしき小屋とをわが眼におさめつ
おん身の堤とみどりの谷間は
下にありて何とたのしきことか
そこにては隈なく林地の中に
かの桜草たちは乱れ咲けば
そのところ穏やかなる夕碁は
theIndies,my Mary?',Somelinesof
wbicl have already been shown.We,
therefore,shallquotethefew which are
commonlyknown,asfollows,Theyare
F`LOW GENTLY,SWEET AFTON', T`O
MARY IN HEAVEN'and H`IGHLAND
MARY'.Let'sseethembyturns.
ELOW GENTLY,SWEETAFTON
Tune:TheYellow-hairedLaddie
Flowgently,SweetAfton,
amongthygreenbraes,
Flowgently,Ⅰ'llsing
theeasonginthypraise;
MyMary'sasleepbythy
murmuringstream,
Flowgently,SweetAfton,
disturbnotherdream.
Thoustock-dovewhoseecho
resoundsthroughtheglen,
Yewildwhistlingblackbirds
inyonthornyden,
Thougreen･crestedlapwing
thyscreamingforbear,
Ichargeyoudisturbnot
myslumberingfair.
Howlofty,SweetAfton,
thyneighbouringhils,
Farmarkedwiththecourses
ofclearwindingrills;
TberedailyIwander
asnoonriseshigh,
MyflocksandmyMary's
sweetcotinmyeye.
Howpleasantthybanks
andgreenvalleysbelow,
Wherewildinthewoodlands
theprimrosesbelow;
Thereoftasmildevening
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しばしば草地の上にて泣くとき
それの匂ひ芳はしき樺の木は
わがマリアとわれとを蔭にかくす
アフトンよ,おん身の澄める小川は
その何と美はしく流れゆき
それよりうねり曲がって過ぎてゆく
iっがマリアの住み家とする中臣辺を
おん身の水たちは何と気ままに
彼女の白き足を洗ふことか
芳はしき小花達を集めつつ
なが澄む波を彼女の止めるとき
静かに流れよ,うましき77トン
おん身のみどりなる丘の間に
静かに流れよ,うるはしき川よ
わが作る歌達の題目たる
わがマリアには眠りにつきてあり
おん身のささやく小川のほとりに
静かに流れよ,うましきアフトン
乱してさますな,彼女の夢をは
父の財産が NewCumnockの近く,Nith河
の Ayrshir支流なる77トンの流域にあるとこ
ろの MrsStewartofStairに敬意を表して,
この歌は作られたのであるとDrCurrieは述べ
てゐる｡MrsStewartは Burnsを知ってゐ
たか又は如何なる友情たりとも,さしのべた身分
一流人物の一人であったかのことが思ひ出される
ことであらう｡その兄が作った歌の題目に関する
MrGeorgeThomsonの覚え書きに報導を流す
MrGilbertBurns(Burnsの弟)による紙中
で,｢静かに流れよ,うましきアフトソ｣は この
やうに指摘されてゐる｡日く ｢かの詩人に係る高
原のマリア｡然し,DrC.は前記の詳細なる点の
数個に於て,別報されてゐる｡然し,彼は反駁さ
れてはならないのである｡｣MrGilbertBurns
がその問題について正確な情報を与へられてゐる
かどうかは疑ほしいかも知れない｡｣と MrRo-
bertChambersはその著第三巻246頁で言って
ゐる｡
然し,この美しい歌について,詩人の最年長弟
GilbertBurnsとMrsDunlopの娘一人とが
weepsovertlelea,
Thesweet-scentedbirk
shadesmyMaryandme.
Thycrystalstream,Afton,
howlovelyitglides,
Andwindsbythecot
wheremyMaryresides;
Howwantonthywaters
hersnowyfeetlare,
Asgatheringsweetflowerets
shestemsthyclearwave.
Flowgently,SweetAfton,
amongthygreenbraes,
Flowgently,Sweetriver,
thethemeofmylays;
MyMary'sasleep
bythemurmuringstream,
Flowgently,SweetAfton,
disturbnotherdream.
DrCurriestatesthatthissong was
composedinhonourofMrsStewartof
Stair,wlOSepaternalpropertywassitua-
tedonthebanksoftheAfton,anAyr-
shiretributary oftheNith,nearNew
Cumnock.MrsStewart,itwilberecolect-
ed,wasoneoftlefirstpersonsofrank
whokneworextendedanyfriendshipto
Burns.InapaperbyMrGilbertBurns,
communicatingtoMrGeorge Thomson
memorandaofthesubjectsofhisbrotler's
songs,`Elowgently,SweetAfton'istluS
noticed:- T`hepoet'sHighlandMary.
ButDrC.misinformed in sereralofthe
aboveparticulars;buthemustnotbe
contradicted'. I`tmaybedoubtedifMr
GilbertBurnswasrightly informedon
thesubject',saysMrRobertChambersin
hisworkV.Ⅱ,p.246.
O`fthissweetsong,however,bothGilbert
Burns,thepoet'seldestbrotler,anda
- 75-
共に,それが熱愛され,思ひ出ながい ｢高原のマ
リア｣について書かれたのであるとBurnsが言
ふのを彼らはしばしば聞いたことを断言 してゐ
る｡それ故,我々はこれら二つの相異なる議論に
よって作られた十字街頭に立ってゐるかのやうに
思はれる｡結局,詩人自身の断言を信ずるよりは
かには,どうしようもないのである｡これは1786
午,齢27才の時に作られたものである｡
高原のマリア
おん身ら堤 ･丘 ･小川
モントゴメリーの城をめぐる
みどりなれ森,花うつくしく
おん身の流れ,濁らずにあれ
そこに夏まづ 衣をひろげ
そこにて残れ いとおそくまで
そこにて われは 別れて最後
いとしき高原のマリアとの
げに,佳く咲けり 明禄の捧
げに,豊かなり さんざしの花
それらの芳はしき 木蔭にて
われは彼女を ひしと抱きぬ
黄金の時は 天使に乗りて
飛び越え去れり われと愛女を
われには 光と命のごと
わがめづる 高原のマリアは
幾多を誓ひ 固く抱き合ひ
われら別れぬ 愛惜こめて
また後しばしば 会ふと誓ひて
われら二つに己れを裂きぬ
されど,ああ 死の箱不時に降り
かくも早くに わが花枯らす
芝土みどり 粘土つめたく
今包む 高原のマリアを
ああ 今昔し 赤き唇
かく甘き しばしばの口づけとは
また永遠に とぢたるきらぬく限
daughterofMrsDunlopaffirmthatthey
frequentlyleardBurnssaythatitwas
writtenuponthedearly lovedandlong-
remenbered H`ighland Mary'.Itseems,
therefore,asifwewerestandingatthe
crossroadsmadebythesetwodifferent
arguments.Finallythereisnootherchoice
buttobelievethepoet'sownaffirmation.
Thiswascomposedin1786,age27.
HighlandMary
Yebanks,andbraes,andstreamsaround
Thecastleo'Montgomerie!
Greenbeyourwoods,andfairyour
flowers;
Yourwatersneverdrumlie:
Theresimmerfirstunfauldherrobes,
Andtherethelongesttarry;
ForthereItookthelastfareweel
O'mysweetHighlandMary.
Howsweetlyblossomedthegaygreenbirk
Howrichthehawthorn'sblossom
Asunderneaththeirfragrantshade
lclaspedhertomybosom !
Thegoldenhours,onangelwings,
Flewo'ermeandmydearie;
Fordeartome,aslightandlife,
WasmysweetHighlandMary.
Wi'monyavow,andlock'dembrace
Ourpartingwasfu'tender;
And,pledgingafttomeetagain,
Wetoreourselsasunder_;
But0,fellDeath'suntimelyfrost,
Thatnipt,myflowersaeearlyi
Nowgrean'sthesod,andcaul°/stheclay
ThatwrapsmyHighlandMary!
Opale,palenow,thoserosylips
lafthaekissedsaefondly!
Andclosedforayethesparklingglance
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かくも優しく われをみつめし
黙す土中に 朽ちつつあるは
われを熱愛せし あの心
されど あるべし わが心奥に
わが高原の マリアは生きて
これはその高原の乙女に対する Burnsの熱情
に係るもう一つまた別の偉大な作品である｡その
発行者 Thomsonに宛てて,彼は言ふ,｢前に述
べた歌 ･｢高原のマリア｣は私自身も満足である｡
それは私の一番適切な方法によってゐるのです｡
あなたはそれがあの曲に適合するだらうといふこ
とをすでに一目でお判りになることでしょう｡こ
の歌題はわが青春時代の最も興味ある事件の一つ
です｡また,名声を保証するであらうところの曲
にそれらの詩行が仕組まれるのを見て,自分が大
変得意になるだらうと私は認めるのです｡多分,
結局,この作品に於ける功罪に一つの模放された
うわぐすり
粕薬を投ずるのは私の心に於て尚燃えつつあるそ
の偏見なのです｣と｡それで,Thomsonは答へ
て言ふ｡- ｢高原のマリア｣によせるあなたの詩
文はまさに入手いたしました｡それらは詩といふ
ものの純粋な精神を放ってゐて,その楽曲のやう
に,永久に存続するでありま しょう｡Pleyelの
織美な--モニーをもって尚附け加へられて,そ
のやうな音曲と合体されると,そのやうな詩文は
アポロ自身に望上される価値ある饗応となるかも
知れないのです｡私はあなたのマリアに関するあ
の悲惨な物語を聞いちやってゐます｡あなたはあ
なたが彼女について書く時,_いつも霊感を与-ら
れるやうに見えます｡｣
おお 高原の乙女
如何に育ちよき淑女なりと如何に美しからんとも.'ユー<
わが文芸神の関心をば惹きつけることゆめあらじ
彼女らのもつ称号はみな空しくもみせかけなれば
われに与-よわが高原の若くかはゆき乙女をば
かく潅木茂る 谷の中
かく蘭草生ゆ 野原の上に
われは坐しぬ いとよき意志もて
わが高原のかはゆき乙女をはうたふため
Thatdweltonmesaekindly:
Andmoulderingnowinsilentdust
Thatheartthatlo'edmedearly
Butstillwithinmybosom'score
ShalllivemyHighlandMary.
T`hisisanothermagnificentcomposition
ofBurns'spassionforhisHighlandlassie.
WritingtoThomson,hispublisher,he
says : T`he foregoing song "Highland
Mary",pleasesmyself;Ithink itisin
my happiest manner:you willsee at
firstglancethatitsuitstheair.The
subjectofthesongisoneofthemost
interestingpassagesofmyyouthfuldays;
andIownthatIshouldbemuchflattered
toseetheversessettoan air which
wouldinsurecelebrity.Perhaps,afterall,
t`sthestillglowingprejudiceofmyheart
thatthrowsaborrowedlustreoverthe
meritsofthecomposition'.AndThomson
inreplysays:`Yourversesupon "High-
landMary"arejustcometo壬land:they
breathethegenuinespiritofpoetry,and.
likethemlSic,willlastforever.Such
verses,unitedtosuch an air,With the
delicateharmony ofPleyelsuperadded,
might form a treatworthy of being
presentedtoApollohimself.Ihaveheard
thesadstoryofyourMary:you always
seem inspiredwhenyouwriteofher.'
TllE HIGIILAND LASSIE,0
NAEgentledames,tho'ne'ersaefair,
Shalleverbemymuse'scare;
TIleirtitlesa'areemptyshow;
GiememyHighlandLassie,0
Withintheglensaebushy,0,
AboontheplainsaerasIly,0,
Isetmedownwi'rightgudewill,
TosingmyHighlandLassie,0.
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かの丘谷間わがものならは
美はしき宮殿 ･庭園も
その時世界に我れ知らせん
高原の乙女に負ふ愛を
合 唱
ひんしゆく
さはあれど気まく･れ運命はわが上に軍産をなげかく
しかして,われはあの荒れ狂ふ海原を越え行かざるを
得ず
さはあれど,わが紅なる流れながれ行くかぎりにては
われはわが高原のかはゆき乙女を愛しみ行かん,ああ
合 唱
と一つくに
たとひわれが外国の土地を貫き迷ふことはありとも
われは知る 彼女の心奴に変ること決してあらざるを
彼女の心は貞淑なる熱晴をもって燃ゆれはなり
われに対しては誠実なる高原のかはゆき乙女子よ
合 唱
彼女のためならばわれ敢へて大波の呪声に挑まん
彼女のためならばわれ辿り探しゆかなん遠き岸辺も
そはインディアンの財宝にその栄光を放たんために
おおわが高原のかはゆき乙女子をば隈なくめぐりて
合 唱
わが心は彼女のものなりわが手もまた彼女のものなり
秘そやかなる真実によりてまた貞淑なる鮮によりて
かの致命的となる打撃がわれを低く坊へるまでは
われはおん身のものにてあるよわが高原の乙女子よ,
ああ
おお,いざさらば か く潅木の茂る谷 よ
おお,いざさらば か く蘭草の生ゆる野原 よ
今やわれはとっ くにぐにへ 行かざるを得ず
わが高原のかはゆき乙女を うたふため
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0wereyonhillsandvalleysmine,
YonpalaceandyongardensFine!
TheworldthentheloveslOuldknow
ibearmyHighlandLassie,0.
CHORUS
Wilhintheglenelc.
Butficklefortunefrownsonme,
Andlmauれcrossthevagingsea;
Butwhilemycrimsoncurrentsflow,
Ⅰ'lllovemyHighlandLassie,0.
VViThintheglen,elc.
Altho'tbro'foreignclinesIrange,
Iknowherheartwillneverchange,
Forherbosomburnswithhonor'sglow,
MyfaithfulHighlandLassie,0.
Wilhintheglen,ctc.
ForherI'ldarethebilow'sroar;
ForherI'1ltraceadistantshore;
ThatIndianwealtlmaylustrethrow
AroundmyHighlandLassie,0.
WithTheglen,efc.
ShelaSmyheart,shehasmyland,
Bysecrettrutlandhonor'sband!
Tilthemortalstrokeshalllaymelow,
Ⅰ'mthine,myHighlandLassie,0.
Farewell,theglensaebushy,0!
Farewell,theplainsaerasby,0
TootherlandsInowmustgo
TosingmyHighlandLassie,0i
1786年の春に,Burnsは一つの歌を書いた｡
それがこの TheHighlandLassie,0である｡
その間に白紙を挟 まれた Museum の註で,
Burns は ｢これは私がまだ世に出ない人生の極
初期に自分で作ったものなのですよ｡私の ｢高原
の乙女｣は寛大な変をもって,つねに一人の男性
を祝福してくれる類の心温き魅力ある若い人問で
した｡｣と書いた｡(この Museum は曽てCro一
meek(RobertHartley:1770-1812)によっ
て,偽物であると思ほれてゐたが,1930年7月,
かの PhilosophicalQuarterly の論文で,
Ferguson(1724-1816)によって,本物である
ことが示された｡
この歌は,その内容からして判断で きるや う
に,Burnsが Maryを知り,そしてそれから
インド諸島-行こうとしてゐる頃に作られたもの
と想像されよう｡
天上のマリアへ
いとしき逝ける霊 ･わがマリア
ためらふおん身 ･星よ
朝まだきに向ひて
またもやおん身はなす
わがたましひよりして
ああマリア
いづこにありといふか
おん身は日に入れるや
おん身は耳にするや
薄れゆく光もつ
言葉かけるを好む
かの日を導き入る
わがマリアを割きにし
いとしく亡き霊
なが憩ひの楽土は
倒れたる恋人を
胸さくかの坤きを
IntileSpringof1786,Burnswrotea
song.ThiswasT`heHighlandLassie,0'.
Onanoteintheinterleaved M`uselm',
Burnswrote:HThiswasacompositionof
minein very early life,beforeIwas
knownatalintheworld.MyHighland
Lassie was a warm-hearte且, charming
youngcreatureaseverblessed aman
withgenerouslove.〔The M`useum'was
oncethoughttobeaforgerybyCromek,
butshownbyFergusoninan articlein
the P`hilologicalQuarterly,July1930,to
begenuine.〕
Thissong,aswecan judgefrom tile
content,Canbeimaginedtohavebeen
madeinthetimewhenBurnsknewMary
andthenhewasgoingtothelndies.
TOMARYINHEAVEN
MyMARY,DEARDEPARTEDSHADE
THOUling'ringstar,withless'ningray
Thatlov'sttogreettleearlymorn,
Againthouusher'Stintheday
MyMaryfrommysoulwastorn.
0Mary∫deardepartedshade!
Whereisthyplaceofblissfulrest?
See'stthouthyloverlowlylaid?
Hear'Stthouthegroansthatrendhis
breast?
かの聖なる時をば われは忘るを得んや
かの聖なる林をは われ忘るを得んや
そこにて我ら会-り うねるェイルのほとり
別れ去り行く恋の 一日を過さんと
- 79-
Thatsacredhourcanlforget,
Canlforgettheballow'dgrove,
WherebythewindingAyrwemet,
Toliveonedayofpartinglove!
永遠も 消すこと能はず
過ぎ去りし狂喜に係る かの尊き記録を
我らがせし最後の ながき抱擁の姿-
ああ,つゆ測らざりき 我らの最後なるを
エイルは喉を鳴らし
深み行くみどりの
かの故郁たる樺
その桃惚たる場に
花乱れ
鳥は歌ひぬ愛を
あまりにも速かに
我らに告ぐるまでは
いまだわが追憶は
しかしてやさしく抱く
時はその感銘を
小川その川底を
わがマリア!
いづこにありといふか
おん身は目に入れるや
おん身は耳にするや
小石の岸にキスし
原始林もて蔭ふ
霜白きさんざし
なまめかしく絡みぬ
咲きぬ抱かれんと
枝また枝の上に
夕映ゆる西空に
翼ある速き日を
これら場に醒めてあり
守銭奴の配慮もて
尚強くせしむるのみ
尚深く掘る如く
いとしき亡き霊
なが憩ひの楽土は
倒れたる恋人を
胸さくかの叩きを
Burnsが最も熱烈に愛し,またその死が彼を最
も悲しませたのは MaryCampbell(Highland
Mary)であった｡1786年10月の後半に於ける彼
女の死以来三ヶ年がすでに過 ぎ去ってゐた｡然
し,Ellislandで,収穫の末期にあたり,不図,
Mary の命日が彼の心に蘇る日が来た｡Burns
夫人の陳述によると,｢彼は収穫の普段と変 らぬ
作業に寒さの中を従事し,明らかに元気毎刺とし
て,その日を過した｡然し,黄昏が深まりゆくに
つれて,彼は ｢何事かについて,痛く悲しげ｣に
なって行くやうに見え,そしてつひには裏庭の中
へとさまよひ出た｡それで,彼の妾は心配になっ
て,彼の後をつけ,霜が下り始まってゐることを
認め,そして炉辺に戻るやうにと懇願したが無駄
Enternitycannotefface
Thoserecordsdearoftransportspast;
Thyimageatourlastembrace,-
AhHittlethoughtwet`wasourlast!
Ayr,gurgling,kiss'dhispebbledshore,
0'erhungwithwildwoodsthick'ning
green;
Thefragrantbircl,andbawtlOrnhoar
Twin'damorousroundtheraptur'd
SCene;
Theflowerssprangwantontobeprest,
Thebirdssangloveoneveryspray;
Tiltoo,toosoon,theglowingwest
Proclaim'dthespeedofwingとdday.
Stillo'erthesescenesmymem'rywakes,
Andfondlybroodswithmisercare!
Timebutth'impressionstrongermakes,
Asstreamstheirchannelsdeeperwear.
MyMary!deardepartedshade!
Whereisthyplaceofblissfulrest?
See'stthouthyloverlowlylaid?
Hear'Stthouthegroansthatrendhis
breast?
ItwasMaryCampbel(HighlandMary)
whom Burnsardentlylovedandwhose
deathgrievedhimmostfuriously.Three
yearshadpassedsinceherdeathintile
latterpartofOctober1786.ButatElis-
1andadaycameattheendofkarvest,
wlenthedateofMary'sdeathwasrecall-
edtohim.According toMrsBurns's
statement,hespentthatdaythoughlabo-
uringundercold,intheusualworkof
theharvest,andapparentlyinexcellent
spirits･Butastiletwilightdeepend,he
appearedtogrow "verysadaboutsome-
thing',andatlengthwanderedoutinto
- 80-
であった｡幾度も繰り返して,さうするやうに求
められると,彼は素直になることを約束した｡然
し,尚,その場に居つづけ,ゆっくりとあちこち
大股に歩き,特にその晴れて星降るやうな空を院
想しつつあった｡
最後に,Burns夫人は彼が沢山に積んだ藁 の
上に身を延ばし,彼の限が ｢もう一つまた別な月
のように輝くところの｣或る美しい惑星に注いで
ゐるのに気がつき,それで中-入るやうにと,彼
に勧めるのであった｡
彼が家に入るや否や,彼はすく●にその机をもっ
て来させ,記憶から書き写す人の本当に容易さを
もって,寸分違はず,それらが今あるままに,こ
れらの気高く哀愁的な詩行を書いたのである｡さ
ういふ訳で,JolnGibson Lockhart(1794-
1854)も,この歌を ｢Burnsの民謡中,最 も崇
高なもの｣と称したのである｡
MrArchibaldMunroはその著TheStory
ofBurnsandHighlandMaryの中で ｢或る
時,詩人の妹で,AllowayBridgeの近くに住
んでゐる MrsBeggが Burnsの詩に大変関心
をもってゐるやうに見える二人の未知な者達によ
って訪問されたと我々に語ってゐる｡彼らは彼の
作品で幾種類の版があるのかとたづわたり,また
二人の中で,年長者の方が自分を大変興味づけて
ゐる一つの詩を声高くして読ませてくれるやうに
と求めたりしたのである｡彼はそれから ｢天上の
マリアへ｣を読むか吟むかしたのであるが,それ
は満堂涙する結果となったのである｡
MrsBeggがそれを読んだ人の名前を知り∴た
とくめい
い と望んだところ,彼は微行 (匿名)で旅をした
がってゐるのだと,その相棒が彼女に知らせるの
であった｡然し,出発しようとして,彼らが玄関
に着くと,その読み人は,老夫人の手を取って,
Beggさん,私は故あって,或る場合には自分の
thebarnyard,towhichhiswife,in her
anxiety,folowedhim,entreatinghim in
vaintoobservethatfrostladsetin,and
toreturntothefireside.Onbeingagain
andagainrequestedtodoso,hepromised
compliance;butstilremainedwherele
was,stridingup and down slowly,and
contemplalingthesky,whichwassingu-
larlyclearandstarry.
A`tlastMrsBurnsfoundbinstretched
onamassofstraw,with hiseyesfixed
onabeautifulplanet "thatshone like
anothermoon',andprevailedonlim to
COmeln.
Heimmediately,onenteringthehouse,
calledforhisdesk,andwroteexactlyas
theynowstand,Withalltheeaseofone
copyingfrom memory,thesublimeand
patheticverses.Suchbeingthecase,John
Gibson Lockhart(1794-1854)alsostyled
thissong T`he noblest of allBurns's
ballads'.
'MrArchibaldMunro,inhisbook 'The
StoryofBurnsandHighlandMary'Stells
usthatononeoccasionthepoet'ssister,
MrsBegg,wholivednearAlowayBridge,
wasvisitedbytwostrangerswhoseemed
verymuchinterestedin Burns'spoetry.
Theyinquiredforthevariouseditionsof
hisworkandtheelderofthetwoasked
permissiontoreadaloudapoem which
interestedhim verymuch.Hethen read
orintoned T`oMary in Heaven',attile
conclusionofwhichallwereintears
MrsBeggdesiredtoknow thereader's
name,whenhiscompanioninformedher
hedesiredtotravelincognito.Butwhen
ondepartingtheyreachedthedoor,the
readertook theaged lady's hand and
said:MrsBegg,Ihavereasonsforwith-
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名前を伏すことがありますし,また貴女に関する
限り,私の名前は少くとも二 ･三日間,当地では
秘密のままであるやうと期待いたします｡不滅な
Burnsの妹さんに対して,今や私は有難く喜 ん
で,自分の名前を打ち明けてしまひます- アル
フレッド･テニスンだって｡
☆
さて,我々は,次の如く,マリア･キャンプル
に関する互に相反する二つの短評を傾聴すること
にしよう｡
(1)それは1891年10月20日,かの Scotsmanに
於ける ArchibaldMunroによる讃辞である｡
｢マリア･キャンプル｣のそれより以上に,わが
同胞の心情をやさしく感動させた名前は恐らくス
コットラソド文学にはないであらう｡徴既な家庭
に生れ,一般の注意を惹くには殆ど相応しく,普
た英雄主義に恒久的な或るは一時間な栄誉を与へ
るだけの業炭があると思はれるやうなことのない
境遇の中で育てられたのではあるけれども,この
きん
高原の乙女は世評の華やかな一座の中で燦然たる
星であり,また混流を許さぬ称讃の的となってゐ
る｡
彼女は1786年10月20日に死んだ｡マリアといふ
名前の光栄は他の星や惑星やのそれらと同じやう
に,その魅力をそれ自身より以上に明るく優れた
発光体から取 り入れてゐて,そして彼女のそれよ
り初期の状態にして不明であったことが却って,
比較により,今はその名前を取り囲むところの光
輝を拡大してゐる｡
モラリスト達は彼女の美徳を讃美し,批評家達
は彼女を評釈するとき,自分らの訊刺的な一矢を
いとはしみつつ落してしまひ,また詩人達は彼女
の優れてゐることに対する自分らの考えを伝へよ
うとする努力にその資源を枯潤させてしまってゐ
る｡然し,彼女を称讃するやうな数量にいたるす
べて彼らの貢献はその霊感に導かれる天才が彼女
のについて,世間に与へてゐる写真的な描写から
その発端とその終結とを受け取ってゐるのであ
holdingmynameon certain occasions,
andItrusttlatSOfarasyouareconce-
rnedmynamemayremainasecrethere
forafewdaysatleast.Tothesisterof
immortalBurnsIhavenowthehonour
andpleasureofconfidingmyname-
AlfredTennyson.'
☆
Now,wearegoing to listen to the
followingtwocommentswhicharecon-
trarytoeachother
(1)ItisatributebyArchibaldMunro
inthe`Scotsman',20thOctober1891.`There
isprobablynonameinScottishliterature
thathasmoretenderlytoucledthehearts
ofhercountrymen thanthatofMary
Campbell.Though born ofan obscure
family,broughtupincircumstanceslittle
fittedtoattractgeneralattention and
creditedwithnoachievementthatinvests
heroism withpermanentoreventempo-
rarydistinction,thisHigllandgirlisa
brilliantstarinthegalaxyofFame,and
hasbecometheobjectofunmingledadmi-
ration.
Shedied on 20th October1786.The
lustreofMary'sname,likethatofother
starsandplanets,borrowsitsfascination
from aluminarybrighterand greater
thanitself,andtheveryobscurityofher
easierconditionenlargesbycontrastthe
halo,tlatnowencircleslername.
M`oralists have lauded ler Virtues,
Criticshavelovinglydroppedtleirsatiric
shaftswhencommentingonherlifeand
poetshaveexhaustedtleirresourcesin
theirefforttoconvey theirconceptions
ofherexcelence;butaltheircontribu-
tionstothesumofherPraisehavetaken
theirorigin and complexion from the
picturewhichinspiredgeniuslaSgiven
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る｡女主人公マリアの生涯と詩の不滅性に係る栄
誉を彼女のために獲得した天賦の愛人のそれとを
結び合わせることによって創られる関心が彼女を
生んだ地方に制限されてゐないのだとは知るも愉
快なことである｡イギリス諸島の到る処と英語を
語る世界の到る処とを通じて,彼女の尊い不幸な
運命と彼女の若き死とは Caledoniaが造り出し
たところの如何なるものとも同じやうに,誠心誠
意の礼讃者と同情者とを探し得てゐる｡
マリアの生活に関する詳細について,我々は極
めて貧弱な説明を持ってゐるに過ぎなく,また彼
女が初めから終りまで,わが星霜の大部分を過し
た場所では,知られてゐるものごとは,甚だ奇妙
なことに,あいにく僅かでしかなく,況や彼女に
ついての記録はますます僅かでしかないことにな
る｡彼女がその生存中,ほんの二 ･三日を過した
だけの町が,そこで彼女が死んだといふ単なる偶
発事件によって,彼女に関する伝記作者達の注意
を殆ど独占したのである｡首尾一貫した伝説と同
じやうに,公認の文書は Dunoonに,それが彼
女の出生地であるといふ栄誉を任定した｡
〔既に,見たやうに〕マリアは1768年に,Au-
cbamoreに,或ひは,解明によれば,Kirnと
Dunoonとの南西部と南東部とを相互に形成して
いるところの一地域たる Bigfieldに生れた｡私
(ArchibaldMunro)が思ひ出すままに50年前
にさうであったのとは,この地域に於ける様相が
すっかり変ってしまって,他の昔からある建物も
加-て,素朴で然も面 白い/:ット･アン･ベン
(凸凹になってゐる部屋のある家)にも及んでゐ
るが,そこにてマリアは弧々の声をあげたのであ
る｡現代の改良進歩といふ精神はこの有名な田舎
家の消失に関係がある｡
(2)かの RobertBurnsや BURNSEncy-
chlopoed了ctやを著はした偉大な学者 MrMau-
oflertOtheworld.Theinterestcreated
bytheassociationoftheheroine'scareer
with thatofthegifted loverwhohas
procuredforherthehonourofpoetical
immortalityisnot,itispleasanttoknow,
confinedtothecountrythatgaveher
birth.Allover the British Isles and
throughoutthe English-speaking world
her worth,unfortunate fate and her
prematuredeathhavefoundadmirersand
sympathizersascordialandsincereas
anythatCaledoniahasprodlCed.
O`ftheparticularsofthelifeofMary
wehavebutaverymeagreaccount,and
curiouslyenoughithappensthatinthe
locality where from firsttolastshe
passedmostoflerdays,littleisknown
andstilllessrecordedofher;whilethe
townwhereshespentbutafewdaysof
herexistencehasbythemereaccident
ofherdeaththerealmostmonpolizedthe
attentionofherdeaththerealmostmono-
polizedtheattentionofherbiographers.
Officialdocumentsaswel asconsistent
traditionshaveassignedtoDunoonthe
honourofbeingherbirthplace.
〔AswelaVealreadyseen,M`arywas
bornintheyear1768inAuchamoreor,
by interpretation,Bigfield,aspace of
ground formingthe south-western and
south-easternpartsofKirnandDunoon
respectively.A completetransformation
intheaspectofthedistrictfrom wlatit
wasasI(Archibald Munro)remember
fiftyyearsagohas,withotherantique
buildings,overtakentheplainbutinter-
estingbut-an'-ben (:housewith outer
andinnerroom),whereMary drewher
firstbreath.Thespiritofmodernimpro-
vementisanswerableforthedisappearnce
ofthenotablecottage.
(2)AccordingtoMrMauriceLindsay,
t`heMariolatersofthe19比centuryatte-
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riceLindsayによると,｢第十九世紀に於けるマ
リア崇拝者達はマリア･キャムブルを彼 (Burns)
の人生に於ける理想的な ｢精神的｣愛人にさせよ
うと試みた｡然し,私 (MauriceLindsay)が
すでに指摘したやうに,その立証は彼女が,実際
には唯単に,Robertの人柄による迫力とその欲
望に於ける強要とに心を奪われて,スカートをま
くり上げる,もう一人の百姓娘であったに過ぎな
い｡いづれにしても,ちようどそれらのスカート
_そのものがそれより以前に,他の人達にも,多分
まくり上げられたのも当然であ る｡もしも,彼
(Robert)が探し求めるところの誰でもが彼自身
からの条件によって,Robertに愛を与えること
が出来たならば,MargaretChalmersが,ま
さしくその女性であった｡然し,彼女は斯く成る
ことを望まなかった｡
上掲された二つの歌とかの詩 ｢天上 のマ リア
へ｣とは彼の第二に最善なる状態に於てさ-ち,
Burnsを代表してはゐない｡Allan Bayneが
してゐるやうに,｢高原のマリア｣がその最善 な
る状態に於て,Burnsの霊動者として永久に留
まると主張するのは,かくも無意味であり,また
この理想的な乙女を定義しようと努める誰でも,
すべての心清らかな人々の非難に値す る｡(因み
に,処女性が女性の｢純粋な｣或ひは ｢理想的な｣
状態であるとふうヴィクトリア王朝の虚飾を人は
笑ふ｡)感傷が Burns に対する ｢ビアトリスと
いふ馬鹿気た役割にまで持ち上げてしまってゐる
この少女を見くびらうとすることな しに,かの
TrainManuscriptに対するJolnRichmond
による当代の或ひは当代に近い論評が噂話は噂話
として残る問に,それが少くとも程度の低い基本
的な真実によって示唆されることがしばしばであ
るといふ警告を以て,引用されることが出来 よ
う｡｣
MrLindsayは Richmond を次のやうに引
用してゐる｡｢彼女の性格は極端に放奔であった｡
彼女は暫くの間 LordEglintonの-兄弟によっ
て世話をされてゐて,GavinHamilton附の下
碑であった問,また Burnsのものとなってゐる
間にさへも,Montgomeryと彼女との会合は開
け放しの屡々であった｡且つまた Elbow と呼は
mptedtomakeofMaryCampbel the
ideal`Spiritual'loveofhislife;but,as
I(MauriceLindsay)havealreadyindica-
ted,theevidencesuggeststhatshewas,
infact,merelyanotherpeasant-girlbe一
guilded intoliftingher skirts by the
force ofRobert's personality and the
urgencyofhisdesire.Inanyeventthose
veryskirtsmaywelhavebeenliftedto
othersbefore.Ifanyonewhomhesought
couldhavegivenRobertloveonhisown
terms,MargaretChalmers was surely
thatwoman:yetshechosenotto.
Theabove-shown t`wosongsandthe
poem T`oMaryinHeaven'donotrepre-
sentBurnsevenathissecondbest.Itis
thusnonsensetoclaim,asAllanBayne
hasdone,that H`ighlandMary'forever
remainsastheinsplrerOfBurnsathis
best･-･and whoever seeks to define
thisidealmaidendeservesthereprobation
ofallpure一mindedmenandwomen!"
(Onesmiles,inpassing,attheVictorian
pretencethatvirginityiswoman'S p`ure"
or 'ideal" state!)Withoutseekingto
belittlethisgirlwhomsentimentalityhas
elevatedtotheabsurdroleofBurns'S
"Beatrice",the contemporary,or near
contemporarycommentofJohnRichmond
fortheTrainManuscriptmaybequoted,
Witlthecautionthatwhilegossipremains
gossip,itisofteninspiredbyatleasta
smalldegreeofbasictruthfulness.
MrLindsayquotesRichmond asfol-
lows:HHercharacterwas loose in the
extreme.Shewask`ept'forsometimeby
abrotherofLordEglinton'S,andeven
whileaservantwithGavinHamiltonand
duringtheperiodofBurnsattachmentit
waswelKnownthathermeetingswith
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れる小さな酒場 で会った と,RiclmOnd(Mr
Griersonの密告者)が MrGriersonに話し,
そして Robertに彼女の不貞を確信させよ うと
試みたが無駄であったので,かういふ場合に,彼
らは自分らの主張についての目による証言を与へ
ようと約束した｡その一行 は,か の Elbow -
と,引き上げた｡Richmond はその一人であっ
た｡そして,彼らはそこから二つの部屋が左と右
と-分れ,その家が収容してゐるすべての設備が
ある,sicな台所に,彼らの座席をとった｡長く
待った後で,そしてまた Burnsが彼らの猫疑を
軽蔑し始めてゐた時,MaryCampbellがそれ
ら部屋の一つから現はれ,ありふれた方法で,そ
の一行に野次られ,赤面し,そして引き追った｡
もう一度,長い間隙が過ぎた｡それで,Burnsは
その非常に沈んでゐる気拝を奮い起さうとし始め
た｡Montgomeryがその同じ部屋から歩いて出
て来た｡Burnsは深く顔を赤くし,その唇を引
き締め,｢畜生 !｣と岐いた｡
その友人達による可成な冷かしに耐へた後で,
彼はまもなくその晩おこった普通な浮れ騒ぎに気
をまざらはせてしまった｡そして,その友人達は
彼が HighlandMaryのことを充分に見てしま
ってゐると思った｡然し,その後二 ･三 日経っ
て,彼は ｢その吐鳴物に惹かれる犬｣のやうにし
て,戻って来たのである｡
〔因みに,LordEglintonには兄弟がなかっ
たと見らるべきである｡〕
☆
我々がすでに読んだそれら二つの短評中,いづ
れも,それぞれの論述を否定するのには,あまり
に尤もらしく思はれる｡また,マリアの素行に関
する光景も,発生学的に,あまりにも生々と描き
出されてゐて,抹消をする余地がない｡
マリアは,殊更に,悪意をもって,虚偽の記述
をされる理由があったやうには思ほれない｡さう
Montgomery,wereopenand frequent.
RichmondtoldMr.GriersonthatMont-
gomery and Highland Mary frequently
metinasmallalehousecaledtheElbow
- and having often in vain triedto
convinceRobertofherinfidelty,upon
thisoccasiontleypromisedtogiveocular
proofoftheirassertions.Tilepartyreti-
redtotheElbow.Richmond(Mr.Grier-
son'sinformant)wasone,andtheytook
theirseatsinthekitchen(sic)fromwhich
tworoomsbranchedofftotherightand
left- beingaltheaccommodationthe
housecontained･--Afterwaitinglong,
andwhenBurnswasbeginning toridi-
culetheirsuspicions,MaryCampbellap-
pearedfromoneoftherooms,wasJeered
bythepartyinageneralway,blushed
andretired.Anotherlongintervalelapsed
andBurnsbegantoralyhisspirits,which
wereverymuchsunk.Montgomerywal-
kedoutofthesameroom.Burnscoloured
deeply,compressedhislips,andmuttered
d`amnit'
Afterenduringconsiderablebantering
from hisfriends,hesoongavewayto
thegeneralhilarityoftheevening,and
hisfriendsthoughthehadseenenough
ofHighlandMary,butin a few days
after,hereturned 1`ikethedogtoits
vomit',
〔Itshouldbeobservedinpassing,that
LordEglintonhadnobrother.]
☆
Eitberofthetwocommentswhichwe
havealreadyreadseemstobetooplau-
sibleforustodenyit.Andagain,the
picturesofMary'sbehaviorsaredescribed
geneticaly toovividly forustoerase
them.
Thereseemstohavebeen noreasons
why Marywas falsely described witl
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すると,彼女は或る所で或る時に,然々の行為が
あったのかも知れない｡この世に,光と問とがあ
るやうに,そのやうに人間にも,かやうな相互に
対立する二つの面があることは,極めて自然であ
る｡彼女も,さういふことの例外ではあり得なか
ったのかも知れない｡
然らば,齢十四の時から,女性遍歴をしっづけ
て来てゐた Burnsが女性には事欠かぬ筈 なの
に,何故敢-て,MaryCampbellの如き一介
の田舎娘に心惹かれ,JohnGibsonLockhart
に Burnsの民謡中,最も崇高なものと嘆美させ
るに至ったかの ｢天上のマリアへ｣を作るまで至
ったものか｡このやうな問ひを発するのは,実の
ところ,軽薄であると非難されるかも知れない｡
結論的に言ふならは,Burnsが人の性格や心情
やを見抜く目は一般人のとは異ってゐたといふべ
きであらう｡彼は彼女の心底深く,その頼まれな
る姿を見ることが出来た｡
MrBannatyneは言ふ ;｢彼女には何ら世俗
的な財宝も,特に知的な天賦も,持ってはゐなか
った｡然し,彼女は詩人の愛惜を獲得し保持する
あれら特有な心情をもってゐた｡Burnsと彼女
との結び附きは Burnsの生淀に於ける柾端に苛
酷で失意の時期,彼がその故郷を去るより他には
何も自分には残されてはゐないのを見る時期に,
始まったのである｡マリア- 甘美にして明朗,
然し極端にまで誠実にして激烈にまで献身的な高
原の乙女が彼の生涯に入って来たのは,その時で
あった｡そして,また物事の真価を適切に認識す
る力,そして或る程度まで人間の存在 ･価値に対
する信念と,自己 ･運命に対する自信と,を彼の
中に蘇らせるのに役立ったのは,彼女であった｣
とJohnC.Hill師は言ってゐる｡何といふ鋭利
にして適切な断言であらうか｡
Burnsにとっては,それ故に,マリアが他人
から如何に見られ語られるかといふことや彼女の
清濁の如何やは問題ではなかった.マリアを最も
someintentionalmalice.Ifitissowith
her,shemayhavedonesuchandsucha
thingsomewhereandsometime.Ⅰtisquite
naturalthat,asthereislightanddark
inthisworld,soaretheretwophases
oppositetoeachotherinman.Shecould
benoexception,either.
Why isitthatBurns,whohadbeen
womanizing,andwhooughttohavehad
nolackofwomen,wasfascinatedbysuch
amerelypeasant一girlasMary Campbel
andbadwritten T`oMaryinHeaven,
whiclmadeJohnGibsonLockhartadmire
itselfasthenoblestoutofhisbalads,
then? Itmay,in fact,berebukedas
superficialtoputsuchaquestion.Finally
speaking,theeyewithwhichBurnssaw
intoany characteroranyheartin a
humanbeingwasdifferentfrom anordi-
naryone.HecoulddiscernMary'strue
figureatherdeepbottom.
Mr.Bannatynesays:`Shehadnoworldly
wealth,noparticularintelectualgifts,
butshehadthosequalitiesofheartand
mindwhichgainedandretainedtheaffe-
ctionsofthepoet'.H`erassociationwith
Burnscommencedatatimeofextreme
bitternessanddisappointmentinBurns's
life,atimewhenhesawnothingleftto
binbuttoleavehisnativeland.Itwas
thenthatMaryenteredintohislife,a
sweet,guileless,butextremelyloyaland
intenselydevotedHigllandlassie,andshe
itwaswhohelpedtoresurrectin him a
properappreciationofthetruevalueof
things,andtosomeextenthisfaithin
mankindandconfidenceinhimselfand
hisdestiny,'saystheRev.JohnC.Hill.
Whatakeenandproperassertioneach
ofthetwoisI
ToBurns,therefore,itdidnotmatter
whatMarywasregardedasandspoken
ofbyothersandwhethershewaspure
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よく知ってゐるのは Burnsであった｡マリアを
最も深く愛したのは Burnsであった｡Burns
が知り且つ愛してゐたマリアを人のとやかく言ふ
必要が ｢今｣はあらうか｡Burnsに対するマリ
アの関係は,ダンテに対するビアトリスの関係で
あったと見ることに我々は何ら跨搾しない｡パリ
サイ人達によって引き摺り出された不潔な女性に
対してさ-,尚且つイェスは ｢地に物 を書 きつ
つ｣その解決に時をもってした｡何といふ慈悲深
い態度であったことか｡何といふ感極まる崇高な
態度であったことか｡かくて ｢時｣経て,第十九
世紀の ｢マリア崇拝者達｣の運動が高原のマリア
に向って始まった｡まことに,故なきことではな
かった｡
マリア･キャンブルの命日より後れ
ること,一週間目に当る1979年10月27
日に,これを書き了る｡
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and impure.Burnsitwas thatknew
Marybest.BurnsitwasthatlovedMary
mostprofoundly.Istheren`ow'anyneed
thatonesaysthisorthatofMary,whom
Burnsknew andlovedso?Wedonot
hesitatetoseethatMaryistoBurnsis
whatBeatriceistoDante.Jesus,evento
theimpurewomandrawnouttohim by
thePharisees,wasyetwriting on the
groundtowaitfor t`ime'toresolvethe
question.Whatamercifulmannerhis
was!Howextremelynobleamannerhis
was!Thusinduecourseof t`ime',the
movementofMariolatryinthenineteenth
centurydidbegin toMary.True,such
wasnotunreasonable.
Thiswasfinishedon27thOctober
1979,Oneweekaftertheanniversary
ofMaryCampbel'sDeath.
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